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は じ め に 

 畜産は牛乳、肉、卵、蜂蜜など食生活を豊かにし、健康に生活することの幸せを

与えてくれるとともに、命をいただく家畜と身近に親しむことにより、食と命のつ

ながりを学ぶこともできます。また、家畜の排せつ物は有効な堆肥として農作物の

生産に役立つなど、地域における資源循環に大きな役割を果たしています。 

  

 本県の畜産は、琵琶湖の恵みを受けた豊かな自然環境と、都市近郊という地理的

条件を活かした産業として発展してきました。とりわけ、肉用牛生産は１戸あたり

の飼育頭数が全国一の規模にまで進展し、特に、日本で最も古い歴史をもつ「近江

牛」は、そのおいしさが高い評価を得ており、県を代表する滋賀ブランドのひとつ

となっています。 

 

 近年の畜産をとりまく情勢は、子牛や飼料価格の高止まりによる生産コストの増

加など厳しい経営環境に加え、米政策の見直しを迎える国の農政改革、さらには日

ＥＵ・ＥＰＡやＴＰＰ１１の発効という国際的な動きなど、大きな転換期にありま

す。 

 一方、家畜衛生の分野でも、国境を越えた人や物の広域流通による口蹄疫などの

悪性伝染病の国内侵入リスクは依然として高く、生産農場における飼養衛生管理基

準の遵守がきわめて重要になっています。 

 

 そのような状況の中、県としましては、生産者をはじめ関係者のみなさまととも

に、多様化する消費者ニーズに応える畜産物づくりを推進し、地域に根ざした安全

安心な畜産物の安定生産を将来につなげていきたいと考えております。本冊子が本

県畜産に対するご理解を深めていただく一助になれば幸いです。 

 

   

                         

   平成３０年４月 

  

                      滋賀県農政水産部畜産課長                  

                         渡辺 千春 

－ １ － 



農業のなかの畜産 

 農業経営体数に占める畜産経営体数は１％程度ですが、農業産出額では 

１８％を占めており、畜産は滋賀県において主要な農業の一つとなっています。 
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－ ２ － 

畜種別産出額（平成2８年） 

乳 牛 肉用牛 豚 採卵鶏 肉用鶏 県合計 

２８ ６５ ４ １７ １ １１５ 

（農林水産省「生産農業所得統計」） 

（単位：億円） 
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畜産の概要 

地域別家畜飼養状況（平成２９年2月1日現在） 

－ ３ － 

 近江牛をはじめ、高品質で安全な畜産物の生産に努めています。 

 地域別では、全畜種において東近江地域で多く飼養されています。 
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 大消費地である京阪神の都市近郊型の生乳生産地域として、新鮮で良質

な生乳が年間約２０，０００トン生産されています。 

 また、都市近郊という滋賀県の地理的条件を活かして、アイスクリーム

等の乳製品の加工・販売を手がける生産者が増えてきています。   

 畜種別の動向 

（１）飼養状況 
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（２）生乳生産状況 

牛群検定成績の推移 

（３）牛群検定を基幹とする生産振興の取組 
「牛群検定」とは、農家の飼養する乳用牛の個体ごとに泌乳量、乳成分率、体細胞数、濃厚飼料給与量、 
繁殖成績、体重などを測定・記録し、その結果を低能力牛の淘汰や飼養管理の改善などに活用するものです。 
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(資料：乳用牛群能力検定成績のまとめ；（一社）家畜改良事業団集計分析、乳用牛群検定全国協議会発行） 
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(資料：県畜産課調べ） 
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（１）飼養状況 

（２）品種別飼養頭数の推移 

  

 畜種別の動向 

肉 用 牛 

 本県の肉用牛は、１戸あたりの飼養頭数が全国第１位（※）となっています。 
 また、飼養されている肉用牛の約７割が、本県を代表するブランド「近江牛」
となる黒毛和種です。 
 「滋賀県農業・水産業基本計画」において、黒毛和種の飼養頭数を平成３２年度
に14,000頭とすることを目標としています。 
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繁殖牛 哺育育成 交雑種 肉向け乳用種 黒毛和種 

※昭和60年までの哺育育成牛は肉向け乳用種および黒毛和種に含む。平成2年以降の哺育育成牛は黒毛和種・乳用種を含む。 

※平成24年は調査方法変更により交雑種と肉向け乳用種の合計数値を記載。 

（県畜産課調べ） 



生産地 

 

 

 

 

 

（３）近江牛のブランド向上に向けた取組 

 

★地理的表示保護制度に基づく近江牛の登録内容 
  登録年月日    平成29年12月15日 
  名   称    近江牛（登録第56号） 
  区   分    生鮮肉類 
  登録生産者団体  一般社団法人 滋賀県畜産振興協会 
               
★地理的表示保護制度とは 
 品質等の確立した特性が生産地と結びついた産品について、農林水産省（国）が品質の基
準とともに、その名称（地理的表示）を知的財産として登録し、保護する制度。 
 登録されることにより、品質特性がある産品として国のお墨付きが得られるとともに、消
費者の信頼確保にもつながる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★地理的表示に登録された近江牛の品質特性 
＜歴史と伝統＞ 日本で最も古い歴史を持つブランド和牛 
＜高品質＞   霜降り度合いが高いとともに、脂の口溶けが良く、牛肉のおいしさに関 
        与しているといわれるオレイン酸を多く含む。 
＜地域と結びついた生産＞ 
        世界有数の古代湖「琵琶湖」を有する滋賀県で豊かな水と自然環境の中、 
        稲わらの給与など、安全・安心を基本に地域と結びついた生産がされて 
        いる。 
 
 
 
 
 
 
 

・平成28年（2016年）に策定した「近江牛」ブランド・販売戦略に基づき、 
 ブランド向上、販売拡大をすすめています。 
・平成29年12月15日、県内産品では初めて地理的表示法（特定農林水産物等 
 の名称の保護に関する法律）に基づく地理的表示（GI）に登録されました。 
・GI登録を機に、ブランドのさらなる磨き上げを図ります。 

農林水産大臣登録第56号  

近江牛  

登録生産者団体は基準を守るための品質管理を実施 

－ ７ － 

人的な特性 

 

自然の特性 

 

 

伝統的な製法 

特別な飼育方法 など 

気候・風土など 

産品の特性 

 

 

 

 

 

品質 

 

社会的評価 

 

 

〇〇成分が多い 

〇〇な食味風味 

〇〇な食感 など 

歴史的・文化的評価品

評会での受章歴 など 

地理的表示 

 

 

 

 

 地名 ＋ 産品 

“近江” 牛 

近江牛のGI登録 



採卵鶏舎 滋賀県産鶏卵のＰＲ 

  飼料用米などの活用による飼料自給率の向上および県産鶏卵と特産鶏

｢近江しゃも｣の消費拡大の推進など、地産地消を柱とした養鶏振興を図っ

ています。 

 畜種別の動向 

（１）採卵鶏の飼養状況 
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（２）肉用鶏の飼養状況 

（３）滋賀県特産「近江しゃも」 

  ｢近江しゃも｣は、産肉性に優れるニューハンプシャー種（♂）と肉質に
優れる横斑プリマスロック種（♀）の間に生まれた母鶏（♀）に対し、特
に肉質が優れるとされるしゃも種を交配した肉用鶏とし、平成５年に県畜
産技術振興センターで作出されました。 
 

 ｢近江しゃも｣は、２０週間以上と通常のブロイラーの約２.５倍の期間平
飼い飼育し、歯ごたえ、風味とうま味が特徴となっています。 
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哺乳豚 肉豚 

  

 畜種別の動向 

（１）飼養状況 

養   豚 

 飼料用米などの活用による飼料自給率の向上および県産豚肉の消費拡

大の推進など、地産地消を柱とした養豚振興を図っています。 
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（資料：県畜産課調べ） 
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（資料：県畜産課調べ） 

（１）飼養状況 

蜜蜂の衛生検査作業 

 畜種別の動向 

養   蜂 

 セイヨウミツバチを中心に、蜂蜜の生産の他、イチゴやメロンなどの

園芸作物の受粉交配用に県内全域で飼育されています。 

－１１ － 

※平成25年以降は法改正に伴い、趣味養蜂家の戸数および群数を含む。 



食肉の流通 ＜滋賀食肉センター＞ 

（１）と畜頭数の推移 

（３）輸出の取組 

牛枝肉のセリ風景 

 滋賀食肉センターは、ＨＡＣＣＰ方式による高度な衛生管理手法を取り入れ、県内の食

肉流通の拠点として平成１９年４月に操業を開始しました。 

 マカオ、タイ、シンガポール、フィリピン、ベトナム、ミャンマーおよび台湾の輸出食

肉取扱施設の認定を取得し、近江牛の輸出拠点となっています。 

（２）セリ上場の状況 

－ 12 － 

滋賀食肉センター大規模太陽光発電施設 

（撮影・提供：滋賀報知新聞社） 
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（株）滋賀食肉市場事業報告書 
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４等級以上率：（公財）日本食肉格付協会 牛枝肉格付 出荷県別格付結果情報 

※ １頭の牛肉が複数の国に輸出されることがあるため、「国別の合計頭数」と 

  「輸出向けと畜頭数」は一致しない。 
（畜産課調べ） 
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（１）家畜ふん堆肥の生産量および堆肥利用量（平成２９年度） 

 家畜排せつ物は、専用の施設において処理され、そのほとんどが堆肥となり

ます。生産された堆肥は、県内の水稲や野菜、飼料作物などの生産に、有機

質資源として利活用されています。 

 今後も、より良質な堆肥づくりの指導や、耕種農家等への利用ＰＲを行う

ことにより、家畜ふん堆肥の利用促進を図ります。 

専用機械（マニュアスプレッダー）による堆肥散布 発酵堆肥化施設 

  乳用牛  56千ｔ 

  肉用牛  165千ｔ 

  豚    11千ｔ 

採卵鶏  17千ｔ 

 肉用鶏   3千ｔ 

家畜ふん尿発生量  252千t 堆肥利用状況171千ｔ 

耕畜連携(※) 

による利用  
72％ 

( 123千ｔ) 

畜産農家での 
利用 

27％ 
（ 46千ｔ） 

その他 1％ 
（ 2千ｔ） 

（資料：県畜産課調べ） 

※耕畜連携：畜産農家から耕種農家への堆肥の供給、逆
に耕種農家が転作田等で飼料作物を生産し、畜産農家へ
の家畜飼料の供給など、耕種サイドと畜産サイドが連携
を図ること。 

 家畜ふん堆肥の生産と利用 

－ 13 － 

年度

家畜ふん尿

発生量

（千ｔ/年）

堆肥量

（千ｔ/年）

耕畜連携

による

利用率

（％）

H23 281 191 65

H24 264 179 67

H25 261 178 66

H26 258 176 67

H27 259 176 67

H28 243 165 70

H29 252 171 72



（１）飼料用作物の作付面積の推移 

（２）飼料自給率の推移 

 自給飼料 

 水田化率の高い本県では、水田を活用した飼料生産が必要となります。 

 近年、麦・大豆の定着していない地域を中心に、水稲を飼料として利用する 

稲ＷＣＳ（※１）や飼料用米の取組が拡大しています。これらの取組は、耕種農家が 

米の生産調整として稲ＷＣＳや飼料用米を作付けし、コントラクター（※２）等が収 

穫調製を行い、畜産農家が利用するという『耕畜連携』により実施されています。 

※１：稲WCS（ホールクロップサイレージ）：稲発酵粗飼料のこと。稲の子実が完熟する前に、子実と茎葉を同時に収穫し、発酵させて飼料とするもの。 
※２：コントラクター：畜産農家や耕種農家（水稲、野菜等を栽培する農家）から、飼料の収穫・調製作業を請け負う組織（飼料生産作業受託組織） 

－ 14 － 
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（資料：県畜産課調べ） 
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（資料：県畜産課調べ） 



汎用型飼料収穫機を利用した 
コントラクターによる稲ＷＣＳの収穫 

飼料用米の採卵鶏への給与 

飼料用米を多給して生産した鶏卵 

－ 15 － 

（３）稲WCSの取組 

（４）飼料用米の取組 
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（資料：県畜産課調べ） 
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（資料：県畜産課調べ） 

畜種別利用状況（H2９） 
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（１）家畜伝染病の発生予防とまん延防止 

 家畜伝染病の発生予防とまん延防止

に努めるとともに、家畜の健康検査や

飼養管理の衛生指導により、畜産物の

安全性確保および生産性の向上に努め

ています。 

 家畜衛生 ＜家畜保健衛生所＞ 

－ 16 － 

 重大な家畜伝染病の発生およびまん延を防止するため、関係機関との連携を密にした発生

予防対策や初動防疫体制の充実強化を図るとともに、定期的な検査の実施により、家畜伝染

性疾病の早期発見とその対策に努めています。 

◇高病原性鳥インフルエンザ、口蹄疫の防疫 

高病原性鳥インフルエンザのモニタリング 

◇家畜伝染性疾病の早期発見と対策 

定期検査のための採血  

◇牛海綿状脳症（BSE）検査 

◇家畜衛生情報の発信 ◇監視伝染病の発生予察 

防疫演習の実施 

エライザ検査  

防疫用資材の備蓄 

農家等への「家畜衛生情報」の発信、広報誌「通信衛星」の発行 



（２）畜産物の安全性確保 

鶏舎のサルモネラ浸潤調査 

－ 17 － 

飼育動物診療施設の立入検査 

 安全・安心な畜産物を供給するため、畜産現場に危害要因分析・重要管理点（ＨＡＣＣＰ）の

考え方を取り入れた農場ＨＡＣＣＰの取り組みを推進しています。 また、適正な動物用医薬品の

管理・使用や動物医療体制の確保について指導を行っています。 

◇鶏サルモネラの侵入防止対策 ◇適正な動物医療体制の確保 

（３）家畜衛生対策による生産性の向上 
 疾病の発生予防や生産性向上の観点から、飼養衛生管理基準の遵守を指導するとともに、各種

検査成績等のデータを活用し、慢性疾病等の低減対策を検討し、生産性の向上に努めています。 

◇病性鑑定 

ウイルス検査 病理検査 細菌検査 

◇農場HACCPに基づく生産管理 
 の推進 

文書作成・記録の指導 

◇慢性疾病の低減対策 

牛白血病の低減啓発資料 

（４）酪農技術指導 
 NOSAI家畜診療所や農協等と協力して、牛群検定成績に基づく農家指導や酪農技術研修

会等を開催し、酪農の生産性向上に努めています。 

衛生管理区域の設置と消石灰散布 農場への立入指導 

◇飼養衛生管理基準の遵守指導 

農場での指導  研修会の開催 



◇和牛(近江牛)および 乳牛の研究 

近江牛の飼料給与試験 

乳牛への効果的人工授精 

牛肉の脂肪酸分析 牛枝肉の調査 

自給飼料の収穫・調製 試験ほ場の牧草 

経膣採卵と体外受精による胚生産 

◇飼料作物の研究 

 滋賀県の伝統ある牛肉ブランド「近江牛」の品質向上と生産性の効率化に着目した生産

技術、和牛胚の効率的生産技術および乳牛への効果的な定時授精技術、さらには水田の効

率的活用による自給飼料の生産拡大技術開発など、多面的な試験研究に取り組んでいま

す。 

  環境との調和に配慮した畜産技術と

安全・安心で良質な畜産物の生産を推

進するため、生産現場に直結する実用

的な技術開発および技術指導、優良家

畜の譲渡や後継者育成に努めていま

す。 

①和牛飼養技術の研究 

③乳牛の定時授精技術の研究 ②和牛胚の効率的生産技術の研究 

①水田の効率的活用による自給飼料生産拡大の研究 ②牧草類の系統適応性試験 

－ 18 － 

 試験研究と技術指導 ＜畜産技術振興センター＞ 

（１）試験研究 



人工哺乳中の和子牛 

県内で生まれた乳用牛の雌子牛 

経膣採卵と体外受精により生産した和牛胚 

 良質な畜産物を効率的に生産するための優秀な家畜を県内の農家へ譲渡しています。 

◇和牛繁殖素牛の譲渡 

◇乳牛の育成・譲渡 

◇和牛胚の供給 

◇「近江しゃも」の種卵の供給 

滋賀県特産「近江しゃも」 

 「近江牛」等の肉用牛の飼養農家を訪問し、安全・安心な畜産物の生産技術および    

家畜改良の指導、さらには新しい試験研究成果を普及するなど、幅広い技術情報の提供

を行うとともに、畜産農家グループの活動支援を行っています。 

 

畜産農家・技術者対象の研修会 畜産農家での現場指導 

－ 19 － 

（２）種畜譲渡事業 

（３）技術指導事業 

近畿東海北陸連合肉牛共進会

県内集合審査 



畜種別家畜飼養状況（累年） 

資料編 

－ 20 － 

毎年2月1日現在。 
昭和45年については統計調査事務所による。 
昭和50年以降の鶏については100羽未満を除く。 
肉用牛の戸数については肉向乳牛を含む。 
平成24年は肉向乳牛のみの調査を行っていない。 

  区分 乳用牛 肉用牛 
    

豚 鶏 

  
うち肉向乳牛 

年別   
戸数 頭数 戸数 頭数 戸数 頭数 戸数 頭数 戸数 羽数 

昭和 41  1,955  7,755  9,046  10,253  ― ― 1,081  9,202  40,428  1,130,875  

  45  1,490  10,160  4,300  8,610  ― ― 680  18,400  29,910  1,633,000  

  50  549  9,027  620  12,497  164  8,511  174  10,844  338  1,401,085  

  55  409  9,733  343  14,608  144  11,419  137  17,372  195  1,339,240  

  60  316  9,496  274  18,173  150  12,778  87  17,465  152  1,249,381  

平成 元 258  8,883  246  20,387  119  12,477  50  16,621  130  1,161,540  

  2  253  8,807  246  19,909  121  10,182  48  15,715  123  1,085,479  

  3  244  8,477  244  21,641  114  10,162  43  14,758  116  1,079,708  

  4  227  8,197  236  21,979  110  9,453  40  14,449  108  1,097,900  

  5  201  7,809  226  20,647  96  7,103  35  13,973  106  1,097,052  

  6  191  7,421  216  21,015  89  6,986  31  12,778  99  1,101,610  

  7  182  6,961  201  20,260  87  6,567  30  11,872  94  1,036,443  

  8  174  6,996  183  18,390  67  5,385  28  11,305  90  1,091,312  

  9  165  6,758  171  17,040  ― 4,432  28  10,682  90  1,133,082 

  10  157  6,774  151  17,181  58  4,330  27  10,815  89 1,073,640 

  11  151  6,484  149  17,522  61  4,738  26  10,804  92 1,034,096 

  12  143  6,203  147  17,490  50  4,217  24  9,710  86  1,061,590 

  13  136  5,970  138  17,269  42  3,582  25  9,689  79 986,209  

  14  133  5,960  136  16,925  44  3,477  25  10,733  73  1,060,572 

  15  127  5,858  140  15,956  38  2,858  25  11,350  73  1,012,576  

  16  119  5,474  127  16,398  33  2,185  24  10,793  73  975,891 

  17  112  5,444  127  16,617  32  2,036  23  9,733  70 930,435 

  18  102  4,929  122  17,483  25  2,005  22  10,590  67 926,130 

  19  100  5,000  120  17,855  23  1,896  17  9,884  70 928,361 

  20  94  4,658  121  18,053  21  1,957  16  9,740  67 816,041 

  21  86  4,316  116  17,644  20  1,383  17  10,022  63 752,013 

  22  80  4,129  111  17,956  17 1,355 15  9,514  61  709,596 

  23  76  4,096  109  17,566  19  1,278  12  8,074  60  709,732  

  24  71  3,842  104  17,530  - - 10  7,605  56 611,153  

  25  71  3,618  109  17,836  14  784  9  7,485  59 580,492  

  26  68  3,536  114  17,710  12  766  10  8,213  55 493,768  

27  66  3,350  103  17,790  7  460  12  7,098  47  491,853  

28  54  3072  96  17,358  4  148  11  6,027  45  472,599  

  29  51  2,977  97  18,498  7  196  12  5,834  42  478,051  



畜産関係県機関 

資料編 

畜産課 

農政課 

農業経営課 

食のブランド推進課 

家畜保健衛生所 

北西部支所 

畜産技術振興センター 

高 島 
農業農村振興事務所 

湖 北 
農業農村振興事務所 

湖 東 
農業農村振興事務所 

東近江 
農業農村振興事務所 

甲 賀 
農業農村振興事務所 

大津・南部 
農業農村振興事務所 

農業技術振興センター 

農政水産部 

〒520-8577 
大津市京町四丁目1-1 
 
 
 
 
 
〒520-1611 
高島市今津町弘川249-1 
 
 
 
 
 
 
〒520-8577 
大津市京町四丁目1-1 
 
 
〒525-0034 
草津市草津三丁目14-75 
 
 
 
 
 
〒527-0023 
東近江市八日市緑町7-23 
 
 

 

 

〒526-0033 
長浜市平方町1152-2 
 
 
 
 
 
〒520-8577 
大津市京町四丁目1-1 
 
 
〒521-1301 
近江八幡市安土町大中516 
 
 
〒520-8577 
大津市京町四丁目1-1 
 

TEL：077-528-3851 
FAX：077-528-4883 
 
TEL：0748-37-7511 
FAX：0748-37-4821 
 
 
TEL：0740-22-2145 
FAX：0740-22-6681 
 
TEL：0748-52-1221 
FAX：0748-53-2434 
 
 
 
TEL：077-528-3810 
FAX：077-528-4880 
 
 
TEL：077-567-5412 
FAX：077-562-8144 
 
TEL：0748-63-6126 
FAX：0748-63-2983 
 
 
TEL：0748-22-7714 
FAX：0748-22-1234 
 
TEL：0749-27-2213 
FAX：0749-23-0821 
 
 
TEL：0749-65-6613 
FAX：0749-65-5867 
 
TEL：0740-22-6026 
FAX：0740-22-3099 
 
 
TEL：077-528-3830 
FAX：077-528-4882 
 
 
TEL：0748-46-3081 
FAX：0748-46-3567 
 
 
TEL：077-528-3890 
FAX：077-528-4881 
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〒523-0813 
近江八幡市西本郷町226-1 
 
 
 
 
 
〒529-1651 
蒲生郡日野町山本695 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〒528-0005 
甲賀市水口町水口6200 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〒522-0071 
彦根市元町4-1 

〒520-1621 
高島市今津町今津1758 



畜産関係団体等一覧 

資料編 

団体名 所在地 ＴＥＬ ＦＡＸ

（一社）滋賀県畜産振興協会
〒523-0896
近江八幡市鷹飼町北４丁目１２－２

0748－33－4345 0748－33－4329

（一社）滋賀県配合飼料価格安定基金協会
〒523-0896

近江八幡市鷹飼町北４丁目１２－２
0748－36－7065 0748－43－0251

滋賀県養豚推進協議会
〒523-0896
近江八幡市鷹飼町北４丁目１２－２

0748－33－4345 0748－33－4329

滋賀県養鶏協会
〒523-0896
近江八幡市鷹飼町北４丁目１２－２

0748－33－4345 0748－33－4329

近江しゃも普及推進協議会
〒523-0896
近江八幡市鷹飼町北４丁目１２－２

0748－33－4345 0748－33－4329

「おうみ」和牛繁殖協議会
〒523-0896

近江八幡市鷹飼町北４丁目１２－２
0748－33－4345 0748－33－4329

（公社）滋賀県獣医師会
〒520-0807

大津市松本１丁目２－２０
077－526-1966 077－528-2097

滋賀県家畜人工授精協会
〒529-1651
蒲生郡日野町山本６９５

0748－52－1221 0748－53－2434

滋賀県乳用牛群検定組合
〒523-0896
近江八幡市鷹飼町北４丁目１２－２

0748－33－4345 0748－33－4329

（公財）滋賀食肉公社
〒523-0013

近江八幡市長光寺町１０８９－４
0748－37－3917 0748－37－3927

（株）滋賀食肉市場
〒523-0013

近江八幡市長光寺町１０８９－４
0748－37－7215 0748－37－5682

滋賀県副生物協同組合
〒523-0013
近江八幡市長光寺町１０８９－４

0748－38－0335 0748－38－0335

滋賀県家畜商業協同組合
〒523-0013
近江八幡市長光寺町１０８９－４

0748－37－2633 0748－37－2633

近江肉牛協会
〒523-0013
近江八幡市長光寺町１０８９－４

0748－37－3830 0748－37－3830

「近江牛」生産・流通推進協議会
〒523-0013

近江八幡市長光寺町１０８９－４
0748－37－2635 0748－37－2635

全国農業協同組合連合会 滋賀県本部
〒520-0044

大津市京町４丁目３－３８
077－521-1664 077－525-8014

全国農業協同組合連合会 滋賀県本部 畜産部
〒520-3017
栗東市六地蔵１１８８

077－551-0021 077－553-4901

滋賀県肉牛経営者協議会
〒520-3017
栗東市六地蔵１１８８

077－551-0021 077－553-4901

滋賀県酪農経営者協議会
〒520-3017

栗東市六地蔵１１８８
077－551-0021 077－553-4901

滋賀県牛乳普及協会
〒520-3017

栗東市六地蔵１１８８
077－551-0021 077－553-4901

ＪＡ西日本くみあい飼料（株）京滋営業所
近江事務所

〒523-0035
近江八幡市東横関町細田５７－１

0748－38－8830 0748－38－8828

高島総合家畜市場運営協議会
〒520-1611
高島市今津町弘川２４９－１

0740－22－2145 0740－22－6681

滋賀県牛乳協会
〒520-0003

大津市あかね町３－１
077－522-1951 077ー522ー3677

－ 22 － 



団体名 所在地 ＴＥＬ ＦＡＸ

滋賀県食肉事業協同組合
〒520-0806
大津市打出浜１３－３９（※）

大津市打出浜１３－２２

077－526-0477 077－521-6541

（一社）滋賀県食肉三水会

〒520-0806

大津市打出浜１３－３９（※）
大津市打出浜１３－２２

077－526-0477 077－521-6541

滋賀県食肉公正取引協議会
〒520-0806
大津市打出浜１３－３９（※）
大津市打出浜１３－２２

077－526-0477 077－521-6541

滋賀県信用農業協同組合連合会
〒520-0044

大津市京町４丁目３－３８
077－521-1631 077－521-5961

全国共済農業協同組合連合会 滋賀県本部
〒520-0044

大津市京町４丁目３－３８
077－521-1700 077－526-1165

滋賀県農業信用基金協会
〒520-0807

大津市松本１丁目２－２０
077－521-1721 077－526-2705

滋賀県農業共済組合
〒520-0051
大津市梅林１丁目１４－１７

077－524-4688 077－521-0167

滋賀県農業協同組合中央会
〒520-0044
大津市京町４丁目３－３８

077－521-1611 077－528-2140

レーク大津農業協同組合
〒520-0806
大津市打出浜１４－１

077－525-4343 077－525－447１

草津市農業協同組合
〒525-0028

草津市上笠４丁目３－１７
077－562-2391 077－562-2187

栗東市農業協同組合
〒520-3016

栗東市小野４９３－１
077－552-0531 077－552-3137

おうみ冨士農業協同組合
〒524-0021

守山市吉身三丁目７－６
077－582-3401 077－582-3404

甲賀農業協同組合
〒528-0005
甲賀市水口町水口６１１１－１

0748－62－0581 0748－63－6256

グリーン近江農業協同組合
〒527-0029
東近江市八日市町１－１７

0748－25－5100 0748－25－5111

滋賀蒲生町農業協同組合
〒529-1537
東近江市市子殿町２４０

0748－55－1171 0748－55－2869

東能登川農業協同組合
〒521-1221
東近江市垣見町８１８

0748－42－1345 0748－42－3512

湖東農業協同組合
〒527-0113

東近江市池庄町５０７
0749－45－0551 0749－45－0904

東びわこ農業協同組合
〒522-0223

彦根市川瀬馬場町９２２－１
0749－28－7800 0749－28－7888

レーク伊吹農業協同組合
〒521-0062
米原市宇賀野２８０－１

0749－52－6520 0749－52－6534

北びわこ農業協同組合
〒529-0341
長浜市湖北町速水２７２１

0749－78－2400 0749－78－2422

マキノ町農業協同組合
〒520-1821
高島市マキノ町沢１３５０－１

0740－27－1190 0740－27－1195

今津町農業協同組合
〒520-1655
高島市今津町日置前３５２

0740－22－2571 0740－22－4312

新旭町農業協同組合
〒520-1501

高島市新旭町旭一丁目１０－５
0740－25－2626 0740－25－2650

西びわこ農業協同組合
〒520-1217

高島市安曇川町田中１０４
0740－32－0012 0740－32－2577
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※会館の建て替えに伴う移転先住所（移転期間：平成30年2月末～平成31年８月末頃予定） 
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